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1.は じめ に

Carvedilolは 、 α遮 断 作 用 を持 つ 、3類2群

(Prichard分 類)の β遮 断薬 で あ り、その 血 管 拡

張作 用 の た め 、心 不 全 患 者 にお け る β遮 断 薬 治 療

に お い て 、心 血 行 動 態 の 改 善 作 用 が 期 待 され て い

る。 本 研 究 で は 、 そ の 血 管 拡 張 作 用 を 、

plethysmographyとdorsal hand vein

 compliance techniqueを 用 い て 検討 した 。

II.対 象 ・方 法

対 象 は健 常 成 人 男性6名 で 、Carvedilolは

10mg/dayを3日 間投 与 した。 投 与 前 後 で 以 下 の

試 験 を行 い、 そ の血 管 拡 張作 用 を検 討 した 。

(1)-10mmHgの 下 半 身 陰 圧 負 荷(LBNP)の 前 後 で

前 腕 血 流 量(FBF)を 測 定 した 。 測 定 に はair

 plethysmograph (APG-1000,ACI medical)を 使

用 した。 得 られ たFBFか ら、 下 記 の 式 を 用 い

vascular resistance index (VRI)

を 求 め た 。

VRI=FBF(ml/min)

/mean blood pressure (mmHg)

 (2) dorsal hand vein compliance

 techniqueを 用 い 、 手 背 静 脈 の

phenylephrine(PE)

に対 す る収 縮 反 応 を 測 定 した 。(Fig.1)PE投 与 量

を10ng/minよ り1000ng/minま で 変 化 させ 、

用 量 反 応 曲 線 を 得 た 。

III.結 果

安 静 時 血 圧 は拡 張 期 、収 縮 期 共 に投 薬 前 後 で変

化 は認 め られ な か った 。(SBP:112.5土6.5 vs

 105.7±2.9mmHg,DBP:63.3±4.3 vs 59.0±3.3

mmHg)

FBFはLBNP-10mmHgに よ り、投 薬 前 は60.7

±14.9ml/minか ら36.2±8.0ml/minへ 、 投 薬後

は53.4±13.1ml/minか ら40.6±13.0ml/minへ 低

下 した 。投 薬 前 と投 薬 後 で 有 意 な 差 は認 め られ な

か った 。VRIも 同様 にLBNP-10mmHgに よ り

上昇 した が 、投 薬 前 と後 で 有 意 な 変 化 は認 め られ

な か った 。

Fig1.手 背静脈上にセンサーを設置し、上腕

を駆血(50mmHg)す る。静脈 うっ滞により拡

張した血管径は、センサーを通 じアンプで増

幅され記録される。
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Dorsal hand vein comphance technique

に よ り検 出 され たPEに 対 す る血 管 収 縮 反 応

は 、用 量 依 存 的 に増 大 しFig.2の 様 な 用 量 反

応 曲線 が得 られ た。Carvedilolは 、 この用 量

反 応 曲線 を右 に シ フ トさせ 、ED50は1112±

419ng/mmか ら2967±1121ng/minへ 、

ED80は2707±927ng/minか ら7503±

3769ng/minへ 上 昇 した。

IV.考 案

Dorsal Hand Vein Compliance Techniqueを

用 い 、Carvedilolの α遮 断 作 用 を 検 出 した 。

Plethysmographyで は、 安 静 時 に もLBNP

負 荷 時 に も有 意 な 血 管 拡 張反 応 を検 出 で き な

か った 。

Dorsal Hand Vein Compliance Techniqueは 、

血 管 拡 張反 応 の検 出 に お い て感 度 が 高 く、 極

め て有 用 で あ る こ とが 示 され た。
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Fig. 2 Dorsal hand veinは 、phenylephrineに 対 し用

量依存 的 に収縮 した。Carvedilolは 用 量反応 曲線 を右

に シフ トさせ た。


